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平成27年11月11日（水）　　司会：川井　さと子　記録：鳥谷部　久美子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・個人のロッカーの施錠を徹底すること。
・看護内グループ研修11/16（月）、17（火）　17：15～18：00
　場所：病院2階会議室　対象：看護スタッフ　テーマ：心理教育
　講師：小嶋心理技術員
・総務より、年末調整について
用紙は、11/11（水）より配布、期日までに提出のこと
提出書類など詳細につきましては添付ファイルを確認するように。
・感染対策管理委員会より、インフルエンザ予防接種実施のお知らせ

日　時：　Ｈ27年11月18日（水）15：00～16：00

　　　　　  Ｈ27年11月19日（木）16：00～16：45

　　　　　　Ｈ27年11月20日（金）15：00～16：00

場　所：　病院4階ユーティリティーホール

接種料：　無料

予約期日:　Ｈ27年11月14日（土）まで

※希望日欄に、「18・19・20」のいずれかを入力するように、また、接種を

希望されない方は、希望日欄に理由を入力または、佐藤志穂さんまで連絡のこと。
＊利用者へ関しては外来受診時に予約し実施していく。
　・八戸市内在住65歳以上の方：自己負担額1000円
　・生活保護の方：市役所へ行き、手続きをすると無料。
・転倒・転落アセスメントスコアシート入力を、早急に行う事。
・日誌・記録について

・日誌の医師の氏名の間違いのないように入力する事。
・記録で欠の場合の理由が未記入であったり、利用時間の未記入がある為、記録後に確認をしていくように。
＜利用者様情報＞
・二川目　健治様～本日よりデイケア正式利用となる。水・金の週2回の利用予定。
　　　　　　　　　今後は就労支援のプログラムへ参加していく。バスの乗り継ぎはあるが、1時間程度で問題なく来れたとの事。自分から他者へ話し掛ける事はないが、他者より話し掛けられ穏やかに返答している。プログラムについて、質問があり説明には理解示している。スタッフに何も言わず浴室へ行く事があり、声掛けに「見学です。」と話す。
　　　　　　　　　料金やシステムについて説明を行っている。引き続き、対人交流やプログラムの参加状況を確認していく。
・繁名　和恵　様～今週月曜日、肛門からの出血があり婦人科受診しており、火曜日状況確認するが「生理がくるそうです。」と的を得ない返答がある。
　　　　　　　　　世話人へ状況確認すると、肛門科へ行くように言われ、受診日には至っていないとの事。昨夜、電話があり「日曜日に食べたチョコレートに酒が入っていて、そこから具合が悪かった。」と話す。症状の確認とプログラムの参加状況を確認していく。

・成田　早希　様～就労継続支援Ｂ型を利用し、1週間となる。仕事の状況を確認すると、「今は枕カバーを作る所に居て、作業は問題ないです。」との事。
　　　　　　　　　笑顔であり、疲労感もない様子。対人面では集団になっているグル―プには話し掛けづらい雰囲気があり、1人や2人でいる方へ話し掛けていると言う。現在は月・火・木・金の週4日だが、慣れたらもう少し曜日を増やすことも考えていると話す。適度な休養も必要である為、無理のないように促している。
・駒木　洋士　様～先週の発熱後の様子を確認すると「寝たら次の日には熱が下がった。」と話し、病院受診はしなかったとの事。本日、口数の多さあり、様々な事に興味を示している。今後の病状変化に注意していく。
・馬渡　武光　様～来所後、尿失禁あり着替えをしている。以前、青風荘で尿失禁を指摘した際に暴力行為があった為、尿失禁については執拗に触れないようにと青風荘スタッフより状況提供がある。
・鈴木　真知子様～靴下・パンツを多量に重ね着している。青風荘スタッフより着すぎないよう促されている。幻聴があるのか、大きめの声で話し掛けないと返答しない事がある。午前中、何度か「散歩に行きたい。」と
　　　　　　　　　ドアを開けようとしており、プログラム中である事を再三説明し、ようやく応じている。トイレで下着を十分に挙げないまま、ぼんやり鏡を見ていたり、トイレットぺーパーを多量に置いている事があり声掛けを要している。引き続き、所在確認を行なっていく。

・古川　富蔵　様～鼻声で薄着の為、上着の着用促している。10時過ぎに関節痛・寒気があり体温36.1℃　血圧140/98㎜Hg　引き続き、症状観察していく。
・大下　良悦　様～鼻声だが、発熱なく経過。引き続き、症状観察していく。
・奥山　以依子様～10日位前から一睡もしていないとの事。明日、問診であり相談する事としている。
・八木橋　牧雄様～来所時、体温36.8℃、血圧140/91mmHg、脈拍77回/分。体調を確認すると「具合が悪い」と笑って話している。1週間分の血圧値について担当医へ報告したこと、ディオバン 80mg（朝）→ディオバン 40mg（朝・夕）に処方変更したことをスタッフに伝えている。今後も身体症状を経過観察していく。
＜外来情報＞

・酸化マグネシウムを飲み続けると、高齢者の心停止の事例がある為、服用している方は、減薬・中止にしているとの事。
・高柳　和子様～酸化マグネシウム3.0g→1.5gへ減薬し、パンテチン酸3P　3×ndE追加処方。便秘がちとの事でミヤBMは中止となる。
・繁名　和恵様～インフルエンザ予防接種施行。
・高橋　洋子様～11/1階段7段から落ち、下長内科受診し頭部CT施行したが、異常ないとの事。頭痛が続いている為、本日受診時検査希望があったが、歩行状態問題ないため、次回受診まで経過をみる事となる。ブーツが合わず、転んだとの事で気を付けるよう助言している。
頭痛に対し、カロナール（200）3T　3×ｎdE　14日分処方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血圧182/84mmHgの為、ニフェジピン（10）1T→（20）2Tへ増薬。
ふらつきあるが、眠りが浅いとの事でエスタゾラム（2）2T→1Tへ減薬。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロチゾラム1T追加となる。
・管野　勝利様～前回の採血結果は悪化なし。
・平　京子様　～HbA1c6.2→6.5へ悪化あるが、次回まで経過観察となる。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（高橋　洋子様）

実施日：H27年11月11日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　担当チーム：戸賀沢・三浦・藤田

検討内容目標の検討

	氏名
	高橋　洋子
	性別
	女
	年齢
	66
	生年月日
	Ｓ24年5月27日

	主病名
	うつ病
	合併症
	脳梗塞後遺症

	治療方針（医師の指示）
	生活リズムの改善　　運動の習慣化　　協調性を養う　　対人面でのストレス対処方法の修得、

	本人希望
	他者に不快な思いをさせずに会話が出来るようになりたい。

	家族希望
	5日間通所利用出来るようになって欲しい。

	入院歴
	計　1　回（最終：Ｈ15年9月9日～Ｈ15年11月29日）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H26年7月22日～現在（週4回/月・火・木・金曜日）
デイナイトケア：H20年1月30日～H26年7月18日

	その他サービス利用
	

	住居：河原木　県営住宅
	家族構成：長女と2人暮らし

　　　　　長姉、弟健在

　　　　　長男不明

	利用制度
	障害者手帳2級
	老齢年金
	自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状安定し脳梗塞や糖尿病を悪化させない生活を送る。

②長女様との現在の生活が維持できる。
	①気分の落ち込みを感じる際には相談し、病状の振り返りを行う事が出来る
	①ストレスを感じている時はスタッフに相談出来るようになる。
	①不調や不満等がある際は､職員へ相談する。職員は､他者への干渉や苛々感が認められた際は本人の中にあるストレスを吐き出す場としての環境を提供し、ストレスを把握する。

	
	②健康を考えた食生活が自分から出来るようになる。
	②高血圧、脳梗塞再発、糖尿病の悪化にならないように食生活に気を付ける。
	②身体疾患管理を行う為､食生活に気をつけ､状況を職員へ話す。職員は､体調管理（喫煙状況、嘔気・嘔吐・胃痛の有無確認）、身体管理（血圧測定：来所時と15時）、食生活管理（休日の食事内容）の為に個別指導を行い、高血圧、脳梗塞、糖尿病の改善に繋げる。

	
	③長女に無断で行動しない。
	③欲しい物や、行きたいところがある時には、自分の考えだけで行動せず、長女や職員に相談する事ができる。
	③ほしい物や行きたい所がある時は、長女や職員に相談する。職員は声掛けを行い､もし無断で物を取ってしまった際は､どうして盗ったのか確認し、振り返り、理由を自覚できるように支援する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①ストレスを感じている時はスタッフに相談出来るようになる。
	· 長女に何か注意された翌日は、「○○で娘に怒られた。」と自分の言動を反省することなく、一方的にスタッフに話してくることあり。

· 診察には毎回長女と一緒に来院され、本人が言いたいことが担当医に言えず、長女に自宅での状態を担当医に伝えられる事を嫌がっている様子みられている。

· 長女の仕事が休みの日は｢うるさいなー。早く、行きなさいよ｣と言われ、あわてて家を出てくることもあると話す。また朝「出て行け」と言われたと1人暮らしを真剣に相談してくることもあったが、長女より、「あんまり言う事を聞かないもんだから、ついイライラして言ってしまった」と本気ではない事を伝えられると安心されている。

· 9月は血圧は安定しているが、風邪症状が続き、連続して通所を休まれる事がみられている。本人から連絡される事もあるが、長女から「風邪症状は軽いが本人が休みたいというので休ませます。」と連絡があることもみられている。

・10月は階段から転倒したことも原因の一つと考えられるが、頭痛のためとの理由で休まれることが多かった。長女からの情報では通所利用日に訴えが多く感じられるとのこと。
	・不調時に本人から話してこないこともある為、スタッフから体調確認の声掛けを行っていく。その際には、本人が出来ていることなど、良い点を評価し、自分から声を掛けやすい環境設定を行なっていく。(計画継続)

・本人の利用目的が不明確となっている。利用目的を明確にすることで、目的に添った利用を促すことができ、継続した利用へつなげることが出来る為、今後確認をし、目標計画に組み込んでいく。
(計画継続) 



	②高血圧、脳梗塞再発、糖尿病の悪化にならないように食生活に気を付ける。
	・体調管理：バイタル異常ないが、

・体重は43㎏を維持しており、食事の摂り方も変えていない様子である。

・服薬は就床前薬を1度忘薬あるが、職員に伝える事は出来ている。

・身体管理：来所時は体調不良の訴えあっても必ずバイタル測定は行っている。
自宅でも、血圧測定は、ほぼ毎日行っている。
・食生活：食材は１回は何グラムか測定し、後は目分量で、何グラムか記入している。

・食事内容・血圧を記入しているノートを来所されてから、担当職員に聞こえる様に「あー、こんなの面倒くさい。書きたくない」等発言され、以前の様に自らノートを持参すること無く、職員からノートの提出を求めなければ出さず、いやだったら、記入を止めていいと伝えると、「いや、止めない」との発言聞かれている。
	・自宅での食事内容を確認しているが、副食量が少ないことが多く、時々指導を要しており、娘様からの情報では、自宅ではおやつを食べているとのこと。糖尿病の悪化に繋がらないよう、本人や娘様に食事内容を確認していき、必要に応じてアドバイスを行っていく。(計画継続) 

・10月始め、右手第1指の腱鞘炎もあり、現体重から2kgの増減が見られるまで食事内容記載を中止することとする。また血圧測定は自宅でも継続し異常値の場合のみ報告していただく事とする。

	③欲しい物や、行きたいところがある時には、自分の考えだけで行動せず、長女や職員に相談する事ができる。
	・一時期に無断で物を盗ることもあったが、1年以上この行動はない。

・娘様は、上記の行動を心配しており、デイケア利用を続けて欲しいと希望している。


	・①と重複する内容だが、無断で物を取る事は無いが、長女に無断で早朝に外出することあり、長女に注意されるが、「起こさない様にそーっと出だのに」となぜ注意されているのか理解できていない様子もみられ、お互いの気持ちがすれ違うことがあり、長女から注意されることに不満の感情を持ち、ストレスに繋がっていると思われる。

(計画継続) 


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状安定し脳梗塞や糖尿病を悪化させない生活を送る。

②長女様との現在の生活が維持できる。
	①気分の落ち込みを感じる際には相談し、病状の振り返りを行う事が出来る
	①ストレスを感じている時はスタッフに相談出来るようになる。
	①他者に不快な思いをさせずに、会話ができるようになる。不調や不満等がある際は､職員へ相談する。職員は､他者への干渉や苛々感が認められた際は本人の中にあるストレスを吐き出す場としての環境を個人面談などで提供し、ストレスを把握する。

	
	②健康を考えた食生活が自分から出来るようになる。
	②高血圧、脳梗塞再発、糖尿病の悪化にならないように食生活に気を付ける。
	②身体疾患管理を行う為､食生活に気をつけ､状況を職員へ話す。職員は､体調管理（喫煙状況、嘔気・嘔吐・胃痛の有無確認）、身体管理（血圧測定：来所時と15時）、食生活管理（休日の食事内容）の為に個別指導を行い、高血圧、脳梗塞、糖尿病の改善に繋げる。

	
	③長女に無断で行動しない。
	③欲しい物や、行きたいところがある時には、自分の考えだけで行動せず、長女や職員に相談する事ができる。
	③ほしい物や行きたい所がある時は、長女や職員に相談する。職員は声掛けを行い､もし無断で行動した際は、理由を確認し振り返りを行う。


